
 

○議長（森 弘秋君） これより、村政一般に対する質問並びに提出案件に対する質疑を

行います。 

通告順に発言を許します。 

  ６番 竹島貴行君。 

○６番（竹島貴行君） おはようございます。６番竹島貴行です。 

毎日がコロナウイルスの感染者状況やワクチン接種状況、医療現場のひっ迫状況でニ

ュースがあふれかえっていますが、このコロナの影響が経済や生活面など多方面に出て

おります。開催まで４６日となりました東京オリンピックも、どうなっていくのか心配

しているところであります。その影響で村の聖火リレーも中止となり、会場が集約され

てのセレモニーに変更されました。願わくは、一日も早いコロナの終息です。 

さて、これから、通告させていただいております質問を始めます。 

まず、１つ目、新型コロナワクチン接種予約受付状況についてであります。 

４月１９日から始まった高齢者の新型コロナワクチン接種の受付で、村が上市町と共

同で設けた受付センターに電話が殺到し、つながらないという混乱が続きました。５月

１６日時点でも、まだ電話がつながらないという話が聞かれました。 

この混乱の中で村が取った対応について、まず説明を求めます。そして、予約受付開

始当初、６５歳以上の高齢者は６００人程度と聞いていましたが、現時点で高齢者のワ

クチン接種希望者は、全て予約に結びついているのでしょうか。まだ予約ができていな

い人がいるとすれば、どれくらいの人数なのでしょうか。 

次に、高齢者のワクチン接種が終わり次第、６４歳以下の人たちにワクチン接種予約

が始まります。予約が始まった当初は国からのワクチン供給量の情報はつかめないとい

うことで、村も混乱していました。現在はワクチン供給量も確保されつつあり、接種体

制も順次整い、スムーズな接種に変わってきていると思います。接種形態も、村の集団

接種のほか、県が実施する大規模接種や企業の職域接種、個人で行う個別接種と選択肢

が広がってくると思いますが、予約の受付における村民の混乱は何としても避けていた

だきたいと思います。 

高齢者予約受付時の混乱を村は学習できていると思いますが、同じ轍を踏まないため

何か対策を考えていることを期待し、具体的にどう考えているのか質問します。 

２つ目に、村長の選挙前に掲げた公約についてであります。 

古越さんが村長に就任されて、半年が経過しようとしています。私自身、村長が選挙



 

前、村民に語られたことや、発行されたリーフレットやチラシに書いた物、いろいろあ

ると思いますが、今でも村の人から村長の公約について聞かれることがあり、今後もあ

るかなと思います。 

村長の公約は何であったのか、失礼ながら認識しておりませんが、この質問で公約に

ついて改めて確認をさせていただき、ご自身の公約をどのように実現させていくのか見

解をお尋ねします。 

３つ目に、ＧＩＧＡスクール構想の実践についてであります。 

文部科学省が推奨したＧＩＧＡスクール構想を推進するため、村ではハード面の環境

整備を終えていると考えています。教育現場でその環境を生かし、構想に沿った教育を

遂行していくということだったと思いますが、ＩＣＴを活用した教育実践の状況、及び

これまでの教育手法が変革していくのだろうと思っていますが、教育現場で抱える問題

点をどのように捉え、支援していくのか、教育長の見解をお尋ねします。 

４つ目に、教員の働き方改革についてであります。 

近年、教職員の週４０時間を超える過剰な残業が全国的に問題として浮上しているそ

うです。この問題は、将来の教育界を担う若手の教員成り手不足につながっているとも

危惧されています。 

そこで、まず舟橋村での教職員の過重労働実態についてお聞きします。また、教職員

の業務負担の軽減にどのような取組がなされているのか質問します。 

５つ目の質問であります。消防団員の確保についてであります。 

  消防団員の不足が、現に頑張ってくれている団員の負担増につながっているという話

を聞きます。消防団は地域の安心・安全に欠かすことのできない存在であり、団員の負

担軽減も併せて考えていく必要があると思います。 

現在、少子超高齢化時代の中、多くの職業で若い人の成り手不足と人材不足が社会問

題化してきています。消防団員への成り手不足もその一環です。働き方の多様化ととも

に若い人たちが地域に密着した消防団活動に、志はあっても物理的に参加することが無

理であるという話も聞きます。 

前消防団長であった村長は、この現状をどのように捉え、今後、消防団員不足にどう

取り組めばよいと考えているのか、ご自身の見解をお尋ねします。 

次の６番目の質問です。除雪対応についてであります。 

５月１日発行の「議会だより」で、「３５年ぶりの大雪！！」という見出しで特集記



 

事を掲載しました。村民の皆さんからは反響をいただき、特に現役世代が多く住む団地

の皆さんから、除雪に対する要望も聞かれます。 

除雪の担い手確保が厳しくなってきている現実は否定できませんが、村は住民の生活

に影響する除雪に対する要望に応えるため、今後の除雪に対して取組方を検討し、ニー

ズに沿った答えを導き出して対策を準備していくべきと考えます。特に排雪場所の確保

が難しい団地からは、出勤前の早い時間の除雪と除雪によってできる家の前の雪の壁を

解消してほしいという声が強く聞かれます。団地内道路の融雪装置取付け要望も年々増

えていると感じます。 

村は、各地区の要望に真摯に耳を傾け、できない理由を振りかざすのではなく、知恵

を絞り、できる方法を何か見つけ出し、住民ニーズに応えられるよう対策を講じていく

べきです。その点、どう考えるか質問します。 

  質問は以上であります。 

○議長（森 弘秋君） 村長 古越邦男君。 

○村長（古越邦男君） ６番竹島議員さんの、公約をどのように実現していくのかについ

て答弁させていただきます。 

私の思いといたしましては、幾つかの重点項目を掲げて進めていくこととしておりま

す。 

まず、医療・福祉において、村民の健康を守り、健康寿命を延ばし、健康ナンバーワ

ンを目指すこと。そして、子どもは地域の宝物であることから、子育て世代が安心を実

感できる教育・保育・子育て支援を実現すること。小さな村だからこそできる緩やかな

つながりを実現していくこと。村民との協働による、安心できる地域社会を実現してい

くこと。持続可能な農業支援をしていくこと。災害への備えを実現していくことであり

ます。 

各分野の具体的な方針といたしましては、まず医療・福祉の分野におきましては、村

が無医村であることへの対応が重要であると考えております。現状といたしましては、

近隣の市町に医療機関があるものの、車をお持ちでない方や、高齢者や体がご不自由な

方からは、身近に医療機関がないことへの不安の声をお聞きしております。 

一朝一夕にはいきませんが、誰でも安心感を持って過ごすことができるよう、かかり

つけ医的な先生においでいただくような取組をしてまいります。 

今は先生がいらっしゃらないため、高齢者の方が安心感を得られるよう、周辺市町に



 

ある医療機関への交通手段確保に向け、今年度、ニーズ調査を行った上で様々な可能性

を検討してまいります。 

次に、子育て世代への取組につきましては、近年、多くの子育て世代が転入し、人口

が増加、出生率も向上いたしております。しかしながら、少子高齢化社会において、増

加する高齢者の方々を支えるためには、これからも継続して一定程度の転入を維持して

いく必要があります。村が子育ての世帯の方に選ばれ、子どもを生み育てやすい環境に

なるよう努めてまいります。 

次に、高齢者対策の分野につきましては、今後高齢者の皆さんが増えることが見込ま

れておりますので、さらなる対応が求められております。社会福祉協議会等の関係機関

と連携しながら、介護・福祉サービスの充実を図るとともに、居場所づくりなどの生き

がいの創出や地域での見守り体制の強化を図るなど、高齢者が安心して暮らせる地域づ

くりを進めてまいります。 

次に、農業の分野につきましては、農家の高齢化や担い手不足などの課題が顕在化し

てきておりますので、若者や退職者も含めた新たな担い手の確保・育成に努めると同時

に、関係機関と連携して農産物の販路拡大や特産化を進めるなど、持続可能な農業を実

現するための必要な支援策を検討してまいります。 

次に、防災の分野では、近年全国的には異常気象による災害が頻発しておりますが、

県内では大規模な被害をあまり受けていないことから、村民の皆様の防災意識の低下が

懸念されております。村民、行政、ライフラインに関わる関係機関等のネットワークを

十分に生かして、防災に対する意識啓蒙、消防団や自主防災組織のさらなる強化、避難

場所である舟橋会館及び京坪川河川公園へのＷｉ－Ｆｉ環境整備など、災害に強いまち

づくりを進めてまいります。 

そして、今ほどご説明いたしました各分野における取組につきましては、村民の皆様

へのきめ細やかなサービス提供や、ホームページや広報紙での丁寧な説明に努めてまい

ります。 

あらゆる世代の村民の方が笑顔で元気で安心して暮らせるよう、村民とともに考え、

議会の皆様と相談しながらまちづくりを推進してまいりたいと思いますので、皆様方の

ご理解とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げまして、答弁とさせていただきます。 

○議長（森 弘秋君） 教育長 早川誠一君。 

○教育長（早川誠一君） おはようございます。 



 

６番竹島議員のご質問のうち、まずＧＩＧＡスクール構想の実践の経過状況について

お答えいたします。 

  まず、ＩＣＴ教育の実践状況についてご説明いたします。 

児童生徒が一斉に学習する授業では、書画カメラといいまして、実物を投影する、そ

ういう小型のカメラがございまして、その書画カメラや教師用パソコンとつなげた大型

モニターに、資料やノート、作品、観察物などの静止画や動画を効率よく映し出し、子

どもがより分かりやすく学習できるようになっています。 

また、個別に学習する場合は、タブレット型パソコンに取り込んだ学習支援ソフトを

使って、子どもが自分のペースで漢字や計算のドリル学習を進めたり、情報を検索した

りできます。教師は、個々の子どもの進捗状況やつまずきを把握しやすく、その子ども

に応じた指導ができる利点がございます。 

さらに、先日中学校で参観いただきました指導者用デジタル教科書を使いますと、教

科書の内容を拡大したり、回転させて見方を変えたり、また音声を流したりもできます。

ご覧いただきましたように、子どもたちが同じ画面を注目し、学習に集中できるよさが

ございます。 

また、教師にとっては教材を準備する時間を短くでき、授業中も効率よく提示できる

よさもございます。 

今後も、子どもたちの発達段階に応じて、このような実践が積み上げられていくもの

と考えております。 

  次に、教育現場が抱える問題点に対する支援についてお答えいたします。 

  １つ目は、新しい学習指導要領による新たな教科書の教材研究と併せて、ＩＣＴ機器

に係る研修も必要でありまして、それぞれで時間の確保が難しいという問題がございま

す。いずれも慣れるまでの時間が必要でございまして、こちらで支援できることは、ほ

かの時間を軽減して研修機会を有効に活用していただけるように配慮することと考え

ております。その取組については、教職員の働き方改革に関連して、後ほど答弁いたし

ます。 

  ２つ目は、ＩＣＴ機器が故障やフリーズした場合に対応できるかという問題がござい

ます。急ぐ場合は、昨年度に購入した予備機もございまして、それを代用して、後でＩ

ＣＴ支援員とかＧＩＧＡスクールサポーターに相談できる体制を確保しております。 

  ちなみに、ＩＣＴ支援員は、基本的には中学校におりまして、週４日、半日の勤務、



 

それからＧＩＧＡスクールサポーターにつきましては、本年度は週２日、半日の勤務と

いうことで対応できるようにしております。 

３つ目は、ＩＣＴ機器が増えると教室が狭くなり、他の活動に支障があるので機器の

常設が難しいという、こういう問題も出てきました。小学校からでございます。本村で

は、これまでＩＣＴ機器を移動せずに、すぐに使える環境整備を目指しておりましたの

で、場所を取る大型モニターを今後台から外して壁に設置するか、天井からぶら下げる

とか、何か工夫が必要になってくるということが分かりました。今後、検討してまいり

たいと思います。 

  いずれにいたしましても、ＧＩＧＡスクール構想では「多様な子供たちを誰一人取り

残すことのない、公平に個別最適化された学び」の実現を目指しておりまして、今後も

様々な問題にできる限り対処して、支援を続けてまいります。 

  この問いについては、以上でございます。 

続きまして、教職員の働き方改革についてお答えいたします。 

  まず、本村の小中学校の先生方の実態についてでございます。前年度の状況でご説明

いたしますが、ただし、前年度はコロナ禍での１年であり、４月中旬から５月末にかけ

て臨時休業といたしましたし、また夏季休業を１６日間に短縮しておりまして、通常の

年度とは異なっております。 

  村教育委員会規則では、勤務時間の上限を月４５時間以内、年間３６０時間以内とし

ておりますが、平均４５時間を超した月は、小学校では４回、中学校では６回となって

おります。年間の平均では、いずれも月４５時間以内とはなっておりますが、学期末や

学校行事がある月は４５時間を超えております。また、年間３６０時間を超えている教

員が小中学校いずれも７２．７％となっております。 

  このように、コロナ禍で行事や出張が少なかった年度とはいえ、先ほどの上限方針を

達成できていない状況でございます。 

  このような実態に対し、負担改善にどのように取り組むのかというご質問でございま

すが、本村では、一昨年度から村総合教育会議で実態を基に改善策を協議し、着手でき

るところから取り組んでまいりました。 

  この間、小学校にスタディメイトを、スタディメイトと申しますのは、個別に学習を

支援する、そういった役割の方です。１名補充し、３名に。中学校に村採用の講師を１

名補充し、技術科と家庭科を教えてくださっています。２名になりました。それから、



 

小中学校で活用できるＧＩＧＡスクールサポーター、先ほども出てまいりましたが、１

名を補充し、ＩＣＴの専門職員を２名とし、人的な支援をしてまいりました。また、社

会教育分野として「ふなはしテトラ協働本部」を設け、学校と地域との連絡・調整に係

る労力の軽減を図っております。物的な支援としましては、ご存じのとおり、ＩＣＴ機

器や学習・校務の支援ソフト等を充実してまいりました。 

  しかし、先ほどの実態からは、上限方針を満たすためには、さらなる支援が必要でご

ざいます。そこで、小中学校で全日勤務していただいている全ての教職員を対象に、負

担軽減につなげるアンケートという村独自のアンケートを今取っております。そこで忌

憚のないご意見をいただいた上で７月の総合教育会議に諮り、可能なところから改善に

努めてまいりたいと考えております。 

  これまでも申し上げましたが、村教育委員会としましては、教職員の働き方改革の手

を緩めず、負担軽減につながる方策を工夫して、心身ともに健康で元気な先生方に本村

の子どもたちの可能性を伸ばしてもらえる環境を引き続き整えてまいりたいと考えて

おります。 

  以上でございます。 

○議長（森 弘秋君） 総務課長 松本良樹君。 

○総務課長（松本良樹君） 竹島議員さんの消防団員確保についてのご質問には、私のほ

うからお答えをさせていただきます。 

まず、全国の消防団の現状について申し上げます。近年の少子高齢化、核家族化や晩

婚化により、かつては２００万人を超えていた団員数が、最新データである令和２年４

月１日現在においては８１万８，４７８人に減少しております。 

当村におきましても状況は同様で、定数３５名に対し、令和３年４月１日現在で３０

名となっております。 

団員確保については、団員の協力をいただき、地域における積極的な声かけや各種訓

練の見学、イベント参加依頼を行うなどの加入促進を図っておりますが、令和２年１月

に３０代の男性１名に入団していただいて以降は、新規入団者がいない状況でございま

す。また、現職団員の高齢化も進んでおり、団員確保については喫緊の課題であると認

識をしております。 

村当局、消防団員においてもこの認識は共通しており、本年３月に舟橋村消防団のＰ

Ｒチラシを作成し、４月号広報紙に折り込み、全戸配布をさせていただいたところです。



 

配布しただけでは新規加入に直接に結びつくまでの効果は低いと思われますので、今後

消防団及び消防団事務局が共同で戸別訪問し、消防団に対する理解と新規入団の協力を

求めていく予定と聞いております。 

いずれにいたしましても、消防団は火災や救助対応はもちろん、地域防災の要となる

ものでございます。今後も安定した団運営を継続していくため、村としても一層の団員

確保の取組を強化してまいりたいと考えておりますので、ご理解とご協力をお願い申し

上げまして、答弁といたします。 

○議長（森 弘秋君） 生活環境課長 田中 勝君。 

○生活環境課長（田中 勝君） ６番竹島議員のワクチンに関する質問にお答えいたしま

す。 

初めに、６５歳以上の高齢者のワクチン接種の予約に関して、コールセンターに電話

がつながらない状態が続き、住民の方にご迷惑をおかけしたことを深くおわび申し上げ

ます。 

  今回、予約受付を外部委託するという初めての試みを実施いたしました。ふだんの舟

橋村の人数しか想定せず、予約電話がつながらないという事態につながったのが一つの

要因と考えております。また、今回、想定よりも多くの方が早期に接種を希望されたと

いうこと、また上市町さんの住民数を正しく認識していなかったことで混乱を招き、住

民の皆様には、何度電話をかけても予約ができず、疲弊させてしまったことや、接種で

きないのではないかという不安な思いをさせてしまい、大変申し訳なく思っております。 

今回の反省を踏まえ、次の接種予定で、基礎疾患をお持ちの方や６０歳から６４歳ま

での方は、書面での郵送の申込みを検討しております。接種申込書と案内文を全世帯に

送付し、基礎疾患等の必要事項を明記していただき、希望される曜日を記入して、上市

町保健センターに郵送していただきます。接種日が確定したら、予約票、接種券等を舟

橋村役場から送付いたします。長所として、定員超は抽選となりますが、早い者勝ちで

はないため、慌てずに予約が可能。また、電話でつながりにくい煩わしさの解放が挙げ

られます。 

また、今後の一般の方の接種についてはインターネットでの予約を考えております。

舟橋村住民がスムーズにワクチン接種ができるように検討してまいる所存であります

ので、議員のご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

次に、今後の除雪対応のご質問にお答えいたします。 



 

本年１月の大雪は富山県で３５年ぶりの大雪となり、交通網が大混乱となったことか

ら、人々の日常生活に多大な影響を与えました。 

本村でも、１月７日から８日にかけて比較的短時間に降り積もった雪が原因で除雪対

応が間に合わず、雪の壁及び圧雪、スタックと呼ばれる、雪にはまり車が立ち往生する

状態となり、住民の方に大変ご迷惑をおかけしたことを深くおわび申し上げます。 

消防出初め式が中止となり、成人式も延期、小中学校が臨時休校になったほか、農業

用ビニールハウスの倒壊や樹木の枝折れが多数見られるなど、多くの被害も確認されま

した。 

村内の除雪対策としては、車道除雪を６つの事業者で行い、歩道については２つの事

業者に委託しております。除雪出動の基準としては、積雪量が１０センチを超える場合

に出動しており、早い段階で大雪となる見込みの場合は、基準に到達する前から除雪出

動の判断を下しております。 

基本的には、通勤や通学の時間帯に間に合うよう、そして作業の安全面の確保の点か

ら、深夜の交通量が少ない時間帯にかけて集中的に除雪作業を行い、住民の皆様の生活

に支障がないよう作業を行っておりますが、今回の大雪は想定を大幅に超えたものでし

た。 

村では、今回の大雪を踏まえ、村民の皆様の生活に支障が出ないよう、関係者に聞き

取りを実施し、問題点の洗い出しを行い、効率的な除雪方法について対応を検討してお

ります。 

ただ、道路除雪の最大の目的である消防や救急等の緊急車両の通行を最優先するため、

宅地前の残雪等の除雪には、皆様方のご理解とご協力をお願いしたいと考えております。 

また、住宅団地内にある消雪設備も、車の通行がなければ散水した水が攪拌されず、

融雪効果が出ない場合があるため、今回のような大雪では十分な効果が発揮できない状

態でした。 

それで、今後は、現在幾つかの地区で実施している村の除雪機械の貸与事業を活用し

ていただき、官民一体となった作業が行えるよう、自治会の皆さんにもご協力をお願い

したいと考えております。 

議員ご指摘のとおり、除雪の担い手の確保も年々厳しくなってきておりますが、村民

の皆様の日常生活への影響を最小限に食い止めるため、地区住民や関係機関と連携した

除雪作業を進めることにより、これからの大雪に備えていきたいと考えておりますので、



 

ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（森 弘秋君） 竹島貴行君。 

○６番（竹島貴行君） ただいまの答弁に対して、幾つか再質問させていただきます。 

まず、コロナワクチンの受付対応でありますが、前向きな取組をされているんかなと

いうふうに思いますが、私がお願いしたいのは、やはりインターネットとか、直接予約

がしづらい人たち、そういう人たちに対して、村が予約にしっかりとつなげていただく

という、そういう対応をお願いしたいと。取り残しのないように対応をお願いしたいか

なというふうに考えております。そういう点について、再度何か答弁をお願いしたいと

思います。 

それから、教育長の答弁についてでありますが、これからＧＩＧＡスクール構想とい

うのは、大きな教育の仕方の変革があるんだろうなというふうに感じているところであ

ります。文部科学省が新しく出した教育指導要綱には、この中に重点施策としてアクテ

ィブラーニングの実践をうたっているわけであります。それが、このＧＩＧＡスクール

構想のＩＣＴを活用して、どんどん、どんどん進化していく。そこにＡＩも加わってき

て、ますますこの教育が子どもたちにとっても面白いものに変わっていけば、またアク

ティブラーニングが深まっていくというふうに考えております。 

ただ、そこで危惧することは、こういうことがどんどん前へ進んでいくと、教育の横

並びではなくて、学校間格差、それから地域間格差が心配されるところであります。格

差が生じてくれば、その不利益を被るのは子どもたちであります。そういう点、教育現

場も大変かと思いますが、しっかりと対応していっていただきたいというふうに考えま

す。 

それから、消防団の団員の確保について答弁いただきました。答弁を聞いていますと、

団員の確保は、これまでと同じことをやろうとしている。これは、多分団員確保は難し

いだろうなというふうに考えております。 

私は質問におきまして、この少子超高齢化時代の中で、人口減少していく中で、人を

どういうふうに確保していくかということを考えて言いましたけども、要は、消防団員

の活動もやり方を変えていくというか、発想を変えていくと。発想を変えることによっ

て、消防団員が担う役割を果たしていく。今、団員が少ない中で頑張っている団員の負

担も軽減を図れるんじゃないかと。 

例えば消防団員、消防団活動の内容については、総務省の消防庁のホームページに書



 

いてありますが、それを見ますと、活動は全て若い人でなければならないという、そう

いうものでもありません。随時できるところを、自治体、地域社会として、お互い共助

という、そういう観点から、いろんな人に役割を担っていただくということも一つの方

法ではないかというふうに考えております。 

また、この消防団の負担を軽減するために、本職である消防署員を増やすという、消

防強化ですね。これは、私も富山県東部消防組合の議会に１０年ほど出ていますので状

況把握をしているつもりでありますが、２市１町１村の組合において、この組合をどう

いうふうに強化していくか。これが大事かなというふうに思います。 

今、本職の消防も人手不足、２４時間態勢で、ぎりぎりのところで対応しているとい

う現実を聞いております。そこを、村長も副管理者の一人として組合に出ていっておら

れるわけですから、ほかの首長さんに働きかけて消防力を強化するという、そういうこ

とも考えていただきたいなというふうに思います。 

ほかの地区でも同じような、消防団員の確保が難しいということで悩んでおられると

いう、そういう実態がありますので、よろしくお願いします。 

それから、除雪についてでありますが、担当課長から、業者への委託という、そうい

う話もありました。委託していかざるを得ないのでありますが、業者は重機を動かして

排雪していくわけであります。そこをもう少し村も力を入れて、重機プラス人、作業員

さん等もお願いして、重機の補助として動いていただくということも考えていただいて

もいいんじゃないかなというふうに私は思った次第であります。そこのところも検討を

していただきたいというふうに思いますが、これについても再度答弁をお願いしたいと

思います。 

以上であります。 

○議長（森 弘秋君） 生活環境課長 田中 勝君。 

○生活環境課長（田中 勝君） 竹島議員の再質問にお答えいたします。 

今現在予約されていない６５歳以上の高齢者に対しては、接種勧奨として、はがきに

よる案内を送付する予定であります。その中で社会福祉協議会、または民生委員さんの

協力を得て、予約を取っていただけるよう、接種を希望される全ての方が接種できるよ

うに努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

また、除雪対応については、舟橋村は排雪場所が中学校に１か所しかございません。

費用的なものも含めて今後検討してまいりたいと思いますので、ご理解のほどよろしく



 

お願いいたします。 

○議長（森 弘秋君） 教育長 早川誠一君。 

○教育長（早川誠一君） 私からはＧＩＧＡスクール構想関連で、今議員さんから、アク

ティブラーニングの始まりということで、おっしゃいました。そして、学校間、地域間

での格差が生じるのではないかという、そういった危惧をされているということでした。 

先ほどもご説明したＩＣＴ関連は、昨年度、このコロナ禍により急激に進みました。

逆に言いますと、タブレット端末にしても、全国ほぼ１００％行き渡る、１人１台頂け

るということで、使えるということでございます。 

そういった環境が整ってきたことに併せて、新しい学習指導要領の中に先ほどのアク

ティブラーニングが入ってくるわけなんですけれども、これも、そもそも学習指導要領

は、全国の基準を標準化すると。学力に対しても同じように進むということでの試みな

ので、そういったことも併せますと、先ほど危惧されたことについては、そんなに心配

はないかと思っています。 

ただし、ＩＣＴが先ほど、研修は時間を要するので、最初多少の時間は差は出るかも

しれませんが、この後標準化されていくということは、ほぼ間違いないと思っておりま

す。 

以上でございます。 

○議長（森 弘秋君） 村長 古越邦男君。 

○村長（古越邦男君） 竹島議員さんの消防団員の件につきまして、お答えをさせていた

だきます。 

団員には大変ご苦労かけていることは事実でございまして、私も団員として経験がご

ざいますが、職員、現在定員を割っておりますが、機能別団員等の皆さんにもお願いを

して村の安全・安心を守っていくという形のことを取っておりますので、ご理解のほど

をいただければというふうに思っております。 

また、東部消防組合職員の増員につきましても、構成団体の長の方に、こういう状況

だということもまたお伝えしたいというふうに考えておりますので、ご理解のほどを賜

りますよう、よろしくお願いをいたします。 

 


